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水路部では，海洋法条約lζ法づく大陪棚の限界画定及び管理 ・利用開発iζ必要な科学的資料の収集を目的

とし，昭和58年10月から測量船「拓洋」（総トン数 2600トン） ICより大陸棚調査を実施している。

と乙では，第21回大陸棚調査として平成 2年 4月から 6月iζ行った沖大東海嶺周辺海域の海底地形，地磁

気全般力異常，フリーエア主力異常等調査結果の概要を報告する。

2. 調査の続要

調査海域は，北緯21°00’から北緯24° 00’まで，＊経 132° 30’から米経 135° 00’までの範囲で，沖大東

海嶺，フィリピン海盆を包含する（第 1図参照）。調査期間は，平成 2年 4月12日から 5月 1日まで及び 6月

l日から 6月20日までの40口問である。調査の主測線は，南北方向IC6海里間隔とし，交差測線はほぼ北東

一戸商西万向lζ適宜設置した。その他必要iζ応じて補測線を設けた。主測線，交差測線及び補測線を加えると，

総測線長は， 6, 120梅里である（第 2凶参照）。

調査に際しては，次の機認を使用した。船位は複合測位装置 CGPS.NNSS，ロランC），測深はナ ロー7

Jレチビーム測深機．地質構造は 7 ）レチチャンネノレ（24ch）育波探査装置及び 1チャンネル音波探査装置，表

層探査装l(t, J;也舷気は侮仁俄力計，主力は海上主力計を使用して実施した。

3. 調査結果

（海底地形）第 3図参照
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調査海域は，西側のフィリピン海

盆北縁部IL位置し，北西ー南東方向

IC延びる沖大東海嶺によって特徴づ

けられる。

沖大東海僚は，長さ600km，幅100

Mほどの海底の大山脈で，その北西

端は南西諸島海溝付近で切られ，ま

た南東端は九州一ノマラオi海僚に達し

ている。水深は，浅いと乙ろでおよ

そ1,600m程で，その南西側の海底

からは3,000 m以上の比高をもっ。

沖大東海嶺の南側の海盆部では5,000 

mを超えている。それに対し沖大東

海嶺と大東海嶺lζはさまれている地

130° 

成では地形が複雑に変化し，いくつかの海山が点在している。
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140。 150° 

第 1図調査海域図

また沖大東海嶺の地形的特徴として，その中軸K沿って谷状の地形が発達しており，二重弧的特徴を有し

ている。

（底 質） 第 3図，第 1表参照

今回の調査では， 6地点において底質の採取を実施した。採取地点番号 0221D 06より採取した岩石の年

代測定を行った。その結果K-Arage (Ma) : 67. 8± 3. 9及び ：63.6 ± 3. 3を得た。

第 l表 底質採取一覧表

採取地点番号 年月日 地 形 採取位 置 水深 底質

0221001 H2,6,13 海 山頂部 23・30’.6N 134・43’.6E 2200m G,S 

0221002 H2,6,14 海 山斜面 23・37’.5N 134°13’.OE 3100m R,G,S,H 

0221003 H2,6,15 t中大東海嶺斜面 23・51’.lN 132°47’.6E 1810皿 G,S 

0221004 H2,6,16 神大東海積斜面 23・04’.2N 133°41’.？E 2660皿 G,H 

0221005 H2,6,17 沖大東海嶺頂部 22・55’.4N 134・41’.2E 1620m R,G,S 

0221006 HZ,6,17 沖大東海嶺斜面 23・03’.8N 134°40’.8E 2910阻 R,G,H 

（地磁気全磁力異常） 第 4図参照

地磁気全滋力異常の最大値は北緯23°30ヘ東経 134°42’付近の 470nT，最小値は北緯23°44ヘ東経133°

30’付近で得られたー590nTである。

沖大東海嶺の北東側では海山lζ伴ったダイポーJレ型の異常が認められる。沖大東海嶺lζ沿って北西ー南東

方向lζ負の異常帯，その南西側のフィリピン海盆にかけて正の異常帯がみられる。

-68-



水路部技報 Vol. 10. 1992 

21 

第 2図航跡 図
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第 3図海底地形図
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沖大東海嶺地磁気全磁力異常図
l・13,.・2)
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第 4図 地磁気全磁力異常図
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沖大東海嶺重力異常図
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第 5図 フリーエア重力異常図
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（フリーヱア重力異常）第 5図参照

調査海域全般にわたって海底地形とよく対応している。沖大東海嶺の北緯22°55’，東経 134°45’の高ま

りでは 113mGalの異常が顕著である。フィリピン海盆の重力異常は沖大東海績に沿 って北西一南東方向lζ

最大一29mGalの負の異常帯，その南西側iζ最大13mGalの正の異常帯が分布している。
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